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議
長
就
任
の
ご
挨
拶

伊 仙 町 議 会 構 成

委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

議 会 広 報 委 員 委委員員長長  井上　和代　副副委委員員長長  福　高志　委委員員  福留　達也・久保　量・政　寿樹

議議員員定定数数：：１１４４名名

現現議議員員数数：：１１４４名名任任期期（（令令和和８８年年２２月月33日日～～令令和和１１２２年年２２月月２２日日））　　

徳 之 島 地 区 介 護 保 険 組 合 議 員 　清　　平二　・　杉山　　肇　・　福　　高志

徳之島愛ランド広域連合組合議員 　大河　善市　・　井上　和代　・　酒匂　源宝

議 会 選 出 監 査 員    岡林　剛也      

福 高 志 委 員 政 寿 樹

議 会 運 営 委 員 会 委委員員長長  清　平二　　副副委委員員長長 酒匂　源宝　委委員員福留　達也・岡林　剛也・杉山　肇

徳 之 島 地 区 消 防 組 合 議 員 　岡林　剛也　・　牧本　和英　・　政　　寿樹

永 田 誠 委 員 牧 本 和 英

久 保 量 委 員 杉 山 肇

前 徹 志 委 員 樺 山 一

福 留 達 也 委 員 岡 林 剛 也

総総 務務 文文 教教 厚厚 生生 常常 任任 委委 員員 会会 経経 済済 建建 設設 常常 任任 委委 員員 会会

井 上 和 代 委 員 長 大 河 善 市

清 平 二 副 委 員 長 酒 匂 源 宝

　　　　　　　　　　　　　　伊伊　　　　仙仙　　　　町町　　　　議議　　　　会会　　　　構構　　　　成成

議 長 永 田 誠

副 議 長 久 保 量

委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

議 会 広 報 委 員 委委員員長長  井上　和代　副副委委員員長長  福　高志　委委員員  福留　達也・久保　量・政　寿樹

議議員員定定数数：：１１４４名名

現現議議員員数数：：１１４４名名任任期期（（令令和和８８年年２２月月33日日～～令令和和１１２２年年２２月月２２日日））　　

徳 之 島 地 区 介 護 保 険 組 合 議 員 　清　　平二　・　杉山　　肇　・　福　　高志

徳之島愛ランド広域連合組合議員 　大河　善市　・　井上　和代　・　酒匂　源宝

議 会 選 出 監 査 員    岡林　剛也      

福 高 志 委 員 政 寿 樹

議 会 運 営 委 員 会 委委員員長長  清　平二　　副副委委員員長長 酒匂　源宝　委委員員福留　達也・岡林　剛也・杉山　肇

徳 之 島 地 区 消 防 組 合 議 員 　岡林　剛也　・　牧本　和英　・　政　　寿樹

永 田 誠 委 員 牧 本 和 英

久 保 量 委 員 杉 山 肇

前 徹 志 委 員 樺 山 一

福 留 達 也 委 員 岡 林 剛 也

総総 務務 文文 教教 厚厚 生生 常常 任任 委委 員員 会会 経経 済済 建建 設設 常常 任任 委委 員員 会会

井 上 和 代 委 員 長 大 河 善 市

清 平 二 副 委 員 長 酒 匂 源 宝

　　　　　　　　　　　　　　伊伊　　　　仙仙　　　　町町　　　　議議　　　　会会　　　　構構　　　　成成

議 長 永 田 誠

副 議 長 久 保 量

委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

議 会 広 報 委 員 委委員員長長  井上　和代　副副委委員員長長  福　高志　委委員員  福留　達也・久保　量・政　寿樹

議議員員定定数数：：１１４４名名

現現議議員員数数：：１１４４名名任任期期（（令令和和８８年年２２月月33日日～～令令和和１１２２年年２２月月２２日日））　　

徳 之 島 地 区 介 護 保 険 組 合 議 員 　清　　平二　・　杉山　　肇　・　福　　高志

徳之島愛ランド広域連合組合議員 　大河　善市　・　井上　和代　・　酒匂　源宝

議 会 選 出 監 査 員    岡林　剛也      

福 高 志 委 員 政 寿 樹

議 会 運 営 委 員 会 委委員員長長  清　平二　　副副委委員員長長 酒匂　源宝　委委員員福留　達也・岡林　剛也・杉山　肇

徳 之 島 地 区 消 防 組 合 議 員 　岡林　剛也　・　牧本　和英　・　政　　寿樹

永 田 誠 委 員 牧 本 和 英

久 保 量 委 員 杉 山 肇

前 徹 志 委 員 樺 山 一

福 留 達 也 委 員 岡 林 剛 也

総総 務務 文文 教教 厚厚 生生 常常 任任 委委 員員 会会 経経 済済 建建 設設 常常 任任 委委 員員 会会

井 上 和 代 委 員 長 大 河 善 市

清 平 二 副 委 員 長 酒 匂 源 宝

　　　　　　　　　　　　　　伊伊　　　　仙仙　　　　町町　　　　議議　　　　会会　　　　構構　　　　成成

議 長 永 田 誠

副 議 長 久 保 量

　
こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
伊
仙
町
議
会
議
長

と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り

そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
歴
史
と
伝
統
あ
る
伊
仙
町
議
会
の
議
長
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
公
平
・
公
正
な
議
会
運
営
に

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　
議
会
は
、
町
民
の
声
を
町
政
へ
と
届
け
る
最
も
身
近
な
大
切
な

場
で
も
あ
り
ま
す
。
多
様
な
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
建
設
的

な
議
論
を
重
ね
、
伊
仙
町
の
未
来
に
と
っ
て
最
善
の
結
論
を
導
き

出
す
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
互

い
に
敬
意
を
持
ち
な
が
ら
、

円
滑
で
実
り
あ
る
議
会
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

伊
仙
町
の
さ
ら
な
る
発
展

と
町
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

令
和
８
年
３
月
吉
日

　
　
伊
仙
町
議
会
議
長

　
　
　

永
　
田
　
　
誠
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新
議
員
の
ご
挨
拶

　
こ
の
た
び
は
、
伊
仙
町
議
会
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

初
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、「
声
を
町
政
に
届
け
る
」
こ
と
を
原
点

に
こ
の
町
の
未
来
の
た
め
に
挑
戦
を
決
意
し
ま

し
た
。

　
子
育
て
、
雇
用
、
福
祉
、
地
域
の
賑
わ
い
、

ど
れ
も
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
生
活

と
直
結
し
た
課
題
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
新
人
で
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

だ
か
ら
こ
そ
、
し
が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
現

場
の
声
を
大
切
に
し
、
ま
っ
す
ぐ
町
政
に
向
き

合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
さ
な
声
に
も
耳
を
傾
け
、
一
つ
ひ
と
つ
、

形
に
し
て
い
く
。
そ
の
積
み
重
ね
で
「
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
町
を
皆
さ
ま
と
一
緒
に
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
今
後
と
も
、
厳
し
く
、
そ
し
て
温
か

く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
お

忙
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
回
の
伊
仙
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て

は
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
町
議
会

議
員
と
し
て
町
政
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
誠
心
誠
意
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
40
年
間
、
高
校
教
師
と
し
て
、
教
育
の

現
場
に
立
ち
、
多
く
の
高
校
生
と
向
き
合
い
な

が
ら
様
々
な
教
育
問
題
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
気
に
な
っ
た
の
は
高
校
卒

業
後
、
多
く
の
若
者
が
島
を
出
て
行
っ
て
し
ま

う
事
で
す
。
一
方
で
、
年
月
を
経
て
再
び
島
へ
戻

り
、
生
活
を
始
め
る
方
々
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
そ
う
し
た
方
々
が
「
安
心
し
て

生
活
で
き
る
町
、
そ
し
て
誇
れ
る
町
」
と
な
る
よ

う
今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
伊
仙
町
議
会
、

新
人
の
酒
匂
源
宝
で
す
。

　
こ
の
た
び
は
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
信

託
を
賜
り
、
町
政
の
場
へ
と
送
り
出
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
員
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
今
、
そ
の

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
私
は
、
皆
さ
ま
の
切
実
な
声
を
必
ず
町
政
へ
と

届
け
、
公
平
公
正
な
政
治
を
貫
く
こ
と
を
お
誓
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
人
づ
く
り
や
基
盤
産
業
の
振
興
、
そ
し
て
全
世

代
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
は
、
本
町

の
喫
緊
の
課
題
で
す
。
町
長
と
議
会
が
公
の
場
で
活

発
な
議
論
を
尽
く
し
、
納
得
感
の
あ
る
課
題
解
決

を
図
る
こ
と
で
、
真
に
「
開
か
れ
た
伊
仙
町
」
を

築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
世
代
が
輝
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
の
使
命
で
す
。
１
期
４
年
と
い
う

限
ら
れ
た
任
期
の
中
で
、
一
歩
で
も
先
へ
政
策
を
推

し
進
め
る
べ
く
邁
進
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

伊仙町議会議員

福　高志

伊仙町議会議員

酒匂　源宝

伊仙町議会議員

政　寿樹
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令和７年第４回定例会(12月9日〜11日) 議案・審議・議決結果
議
決
結
果

井
上
和
代

久
保
 
量

大
河
善
市

杉
山
　
肇

牧
本
和
英

佐
田
　
元

清
　
平
二

岡
林
剛
也

上
木
千
恵
造

永
田
　
誠

福
留
達
也

樺
山
　
一

美
島
盛
秀

前
　
徹
志

議47
伊仙町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定

◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ －－ 原案可決

議48 伊仙町税条例の一部を改正する条例 ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ －－ 原案可決

議49 令和7年度伊仙町一般会計補正予算（第3号） 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 欠欠 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 －－ 原案可決

議50
令和7年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 欠欠 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 －－ 原案可決

議51
令和7年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第３
号）

〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 欠欠 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 －－ 原案可決

議52
令和7年度伊仙町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第3号）

〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 欠欠 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 －－ 原案可決

議53
令和６年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会
計補正予算（第３号）

〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 欠欠 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 －－ 原案可決

議54 令和7年伊仙町上水道事業会計補正予算（第1号） 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 欠欠 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 －－ 原案可決

請3
伊仙町民の命を守るための、奄美大島,群島の血液
供給体制に関する請願

〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 欠欠 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 －－ 採択

発３
伊仙町民の命を守るための、奄美大島・群島の血液
供給体制構築を求める意見書

〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 欠欠 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 －－ 原案可決

※前徹志議員は議長職のため特別多数議決以外の議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。

議
案
番
号

件　　　　　名

議員名（議席番号順）

令令和和77年年第第44回回定定例例会会（（１１２２月月99日日～～１１２２月月１１11日日））　　議議案案・・審審議議・・議議決決結結果果

【表の見方】　議：議案　　　請：請願　　発：発議　　◎：全会一致　　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　－：表決権なし

　令和８年２月10日(火)天城町防災センターにおいて、令和７年度徳之島三カ町議会議員大会が開催されました。
　大会では、徳之島三カ町議会議員連絡協議会会長　上岡義茂氏（天城町議会議長）から開会のあいさつ、来賓
あいさつでは、三町長よりあいさつがありました。
　次に、鹿児島県議会議員　禧久伸一郎氏、寿はじめ氏より県政報告が行われました。続いて、提出議題審議で
は、「鹿児島本土の新港等における、物流・品質保持の機能性強化を図る農産物等貯蔵施設の整備について」を
伊仙町議会経済建設常任委員会　大河善市委員長より提案され、全会一致で採択されました。尚、採択された案

件は、第67回奄美群島市町村議会議員大会（瀬戸内町）においての提出
議題とすることに決定いたしました。
　議員研修会では、鹿児島県町村議会議長会　次長 三原　誠 氏による
「議会と執行機関との関係について」と題し、講演が行われました。
　住民から選ばれた私たち議員は、住民の代表者として、町長(執行機関)
とともに競り合い協力し合って、町民の幸せを導く政策について最良の意
思決定ができるよう政策形成能力を高めていくことの重要性を改めて感じ
ました。
　大会終了後は、同会場において懇親会が盛大に開催されました。今後も
より一層三町が一体となり地域振興に取組んで参りたいと思います。

令和７年度　徳之島三カ町議会議員大会

提案理由の説明をする大河委員長



議 会 だ よ り  い せ ん （ 5 ）

　　　　　　　　　　 子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
継
続
的
支
援
事
業
及

び
今
後
予
定
さ
れ
る
新
規
事
業
に

つ
い
て
問
う
。

（
町
長
）産

前
産
後
、
乳
幼
児
期
、

学
童
期
、
思
春
期
に
至
る

ま
で
教
育
や
保
健
、
医
療
、
福

祉
な
ど
必
要
な
支
援
を
切
れ
目

な
く
継
続
的
に
支
援
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

（
子
育
て
支
援
課
長
）

　

子
育
て
世
帯
の
不
安
や
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
相
談
・
交

流
の
場
の
提
供
、
新
生
児
訪
問

や
産
後
ケ
ア
、
各
種
検
診
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
支
援
金
贈

呈
や
島
外
医
療
費
助
成
な
ど
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
る
。
新
規
事
業

に
つ
い
て
は
、
児
童
育
成
拠
点

事
業
が
10
月
１
日
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
て
、
子
ど
も
の
居
場
所

と
し
て
の
活
動
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
子
育
て
支
援
に
関

し
て
未
来
創
生
課
で
は
、
空
き

家
対
策
、
建
設
課
で
は
住
宅
整

備
や
住
宅
料
の
軽
減
等
、
経
済

課
で
は
子
ど
も
食
堂
、
教
育
委

員
会
で
は
、
結
い
結
い
留
学

等
、
地
域
福
祉
課
で
は
療
育
関

係
な
ど
、
各
課
連
携
し
て
子
育

て
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

３
歳
児
未
満
の
保
育
料
無

償
化
及
び
幼
稚
園
の
給
食

費
無
償
化
実
施
時
期
に
つ
い
て
問

う
。

（
子
育
て
支
援
課
長
）

財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
保
育
料
の

無
償
化
も
し
く
は
一
部
助
成
な

ど
検
討
し
、
早
期
実
現
に
向
け

て
引
き
続
き
協
議
を
重
ね
取
り

組
ん
で
い
く
。

（
総
務
課
長
）

　

国
に
お
い
て
、
令
和
８
年
度

以
降
を
目
途
と
し
て
公
立
小
学

校
の
給
食
費
無
償
化
の
実
施
を

目
指
す
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
確
定
は
さ
れ
て
お
ら

ず
、
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
段

階
で
あ
る
。
引
き
続
き
国
の
動

向
を
注
視
し
、
財
政
状
況
を
総

合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
子
育
て

支
援
施
策
の
充
実
に
努
め
て
い

く
。

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
実
証

運
行
に
つ
い
て
、伊
仙
町
で

は
バ
ス
の
運
行
と
同
様
の
運
行
場

所（
停
留
所
）が
決
ま
っ
て
い
る
方

式
で
あ
る
が
、
徳
之
島
町
・
天
城

町
の
運
行
は
タ
ク
シ
ー
方
式「
ド

ア
・
ト
ゥ
・
ド
ア
」方
式
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。
本
町
に
お
け
る
運
行

方
法
を
採
用
し
た
経
緯
に
つ
い
て

問
う
。

（
未
来
創
生
課
長
）

　

委
託
し
た
長
寿
子
宝

社
は
、
町
の
各
種
送
迎

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
担
っ
て
い
る

関
係
上
、
ド
ア
・
ト
ゥ
・
ド
ア

の
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、
人

的
配
置
が
難
し
い
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
は
停
留
所
を
設
け
て

運
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ド

ア
・
ト
ゥ
・
ド
ア
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
要
望
等
も
多
い

の
で
、
今
後
の
実
証
運
行
、
運

用
に
お
い
て
、
導
入
し
て
い
け

る
よ
う
財
源
等
も
踏
ま
え
、
改

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

当
該
事
業
に
関
し
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

問
う
。

（
未
来
創
生
課
長
）

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
本
格

運
行
の
開
始
時
期
に
つ
い

て
は
、
令
和
９
年
10
月
を
予
定

し
て
い
る
。
準
備
を
進
め
て
い

く
中
で
、
立
証
結
果
の
反
映
や

関
係
機
関
と
の
調
整
状
況
に
よ

り
内
容
が
一
部
変
更
す
る
場
合

も
あ
る
が
、
住
民
の
利
便
性
の

向
上
と
持
続
可
能
性
を
最
優
先

に
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

町
外
へ
の
送
迎
に
つ
い
て
は

様
々
な
条
件
が
あ
り
、
ま
ず
は

両
町
と
の
協
議
が
必
要
と
な

る
。
あ
と
は
着
地
点
が
限
ら
れ

て
し
ま
う
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
様
々
な
問
題
を
ク
リ
ア
す

る
こ
と
で
町
外
へ
の
送
迎
も

可
能
と
な
っ
て
く
る
と
思
う
の

で
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
の
交
付
金
を
有
効
活

用
し
、
子
育
て
支
援
の

充
実
及
び
高
齢
者
支
援
対
策
と

し
て
、
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が

活
用
し
や
す
い
ド
ア
・
ト
ゥ
・

ド
ア
方
式
を
採
用
で
き
る
よ
う

要
望
す
る
。

※
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は
…

移
動
手
段
が
無
い
、
移
動
し
た

い
時
間
に
公
共
交
通
が
走
っ
て

い
な
い
な
ど
、
移
動
に
困
ら
れ

て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
自
治

体
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の

交
通
資
源
を
有
効
活
用
し
て
有

償
の
送
迎
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

一
般
質
問

令
和
７
年　
第
４
回
定
例
会

大河　善市 議員

問答

問答

問答

問答

要
望



議 会 だ よ り  い せ ん （ 6 ）

　　　　　　　　　　
役
場
新
庁
舎
２
期
建
築
本
体

工
事
に
つ
い
て

現
在
の
庁
舎
建
設
計
画
に

つ
い
て
、当
初
予
算
内
で
の

施
工
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
設
計

の
見
直
し（
規
模
縮
小
等
）を
行

う
考
え
は
な
い
の
か
問
う
。

（
町
長
）設

計
の
見
直
し
は
元
の
計

画
と
比
較
し
て
内
装
の

仕
様
等
の
グ
レ
ー
ド
ダ
ウ
ン
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

や
、
数
年
後
に
追
加
工
事
等
の

必
要
性
も
考
え
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
早

期
実
現
の
建
設
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。

（
総
務
課
長
）

　

議
会
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご

意
見
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
工

法
の
見
直
し
や
材
料
の
見
直
し

な
ど
工
夫
の
余
地
を
探
り
な
が

ら
確
保
予
算
内
で
工
事
費
が
収

ま
る
よ
う
検
討
し
て
き
た
が
、

事
業
費
を
再
積
算
し
、
設
計
業

者
と
協
議
し
た
結
果
、
構
造
的

制
約
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
、
工

事
費
の
上
昇
な
ど
様
々
な
点
を

鑑
み
、
現
設
計
の
ま
ま
で
事
業

を
進
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
判
断
し
て
い
る
。　

町
民
や
議
会
に
対
し
、
建

設
変
更
や
予
算
に
関
す
る

内
容
を
丁
寧
に
説
明
し
、透
明
性

の
あ
る
情
報
公
開
を
行
う
考
え
は

な
い
の
か
問
う
。

（
総
務
課
長
）

補
正
予
算
で
現
予
算
増

額
を
行
い
事
業
進
捗
を

進
め
る
方
が
よ
い
と
判
断
し
た

理
由
と
し
て
は
、
①
現
計
画
で

事
業
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

標
準
工
期
８
か
月
プ
ラ
ス
離
島

勘
案
２
か
月
と
な
り
、
計
10
か

月
で
完
成
予
定
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
設
計
変
更
を
行
う
場
合

は
、
変
更
後
の
規
模
や
工
事
費

を
設
定
し
、
実
施
設
計
、
建
築

基
準
法
等
の
計
画
申
請
、
発

注
工
事
の
流
れ
と
な
る
た
め
、

最
短
で
も
２
年
を
要
す
る
と
想

定
さ
れ
て
い
る
。
②
２
年
延
び

る
と
、
10
％
工
事
費
が
上
昇
す

る
と
想
定
さ
れ
る
。
③
行
政
的

制
約
（
建
築
基
準
法
に
よ
る
制

約
）
で
あ
る
。
今
後
も
丁
寧
な

説
明
と
情
報
共
有
に
努
め
、
町

民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
役
場

新
庁
舎
２
期
本
体
工
事
の
早
期

完
成
に
向
け
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

現
在
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は

庁
舎
内
に
あ
り
ま
す
が
、

ほ
ー
ら
い
館
へ
移
す
考
え
は
な
い

の
か
問
う
。

（
健
康
増
進
課
長
）

現
時
点
で
移
動
す
る
予
定

は
な
い
が
、
今
後
の
状
況

や
環
境
に
よ
っ
て
は
検
討
を
す

る
余
地
は
あ
る
と
は
考
え
て
い

る
。

心
の
病
を
抱
え
て
い
る

方
々
を
ど
の
よ
う
に
し

て
助
け
て
い
く
か
、
大
事
に
し

て
い
く
か
と
い
こ
と
を
理
念
に

し
て
、
私
は
ほ
ー
ら
い
舘
へ
移

す
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
今
後
、
し
っ
か
り
と

し
た
考
え
の
も
と
で
行
政
運
営

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

清　平二 議員

要
望

問

問

答

答

問答

次回の定例会のお知らせ！
　次回の定例会(第１回)は、３月10日(火)から
を予定しております。
　ネット配信も行っておりますが、ぜひ、生の
議会を傍聴してみませんか。
　手続きは簡単で、議会の当日に傍聴席入口の
受付表に、住所、氏名を記入していただくだけ
です。
　尚、３月定例会では、主に当初予算の審議が
行われます。一般質問は、11日・12日の２日
間を予定しております。詳しくは、議会事務局
へお問い合わせください。

電話番号　８６－３１５０（直通）



　　　　　　　　　　

議 会 だ よ り  い せ ん （ 7 ）

伊
田
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て

副
町
長
人
事
に
つ
い
て
、

現
在
不
在
の
状
況
で
あ
る

が
町
政
で
の
支
障
等
は
な
い
か
問

う
。

（
総
務
課
長
）

副
町
長
の
不
在
は
、
総

務
課
長
を
は
じ
め
、
役

場
職
員
の
負
担
や
役
場
職
員
の

指
導
等
に
お
い
て
も
、
ま
た
、

町
政
の
安
定
の
面
か
ら
も
早
期

の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町
長
の
補
佐
役
と
し
て
経
験
や

能
力
、
専
門
性
、
知
識
等
を
有

し
、
総
合
的
に
物
事
を
判
断
で

き
る
人
物
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
の
実
施
計
画

か
ら
既
に
６
年
が
経
過
し
て
い
る

が
、
完
成
の
見
通
し
に
つ
い
て
問

う
。

（
総
務
課
長
）

現
在
、
再
積
算
修
正
の
取

り
ま
と
め
を
行
い
工
事
費

増
が
見
込
ま
れ
た
の
で
、
本
会

議
に
お
い
て
、
本
補
正
予
算
が

可
決
さ
れ
た
際
に
は
、
速
や
か

に
工
事
発
注
を
行
い
、
令
和
８

年
末
を
目
途
に
工
事
を
進
め
て

い
く
予
定
と
し
て
い
る
。

指
名
委
員
会
に
つ
い
て
、

公
共
工
事
に
お
け
る
指
名

入
札
の
執
行
は
公
平
・
公
正
で
透

明
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

十
分
に
精
査
し
た
上
で
実
施
さ
れ

て
い
る
の
か
問
う
。

（
町
長
）伊

仙
町
に
お
い
て
は
工
事

の
格
付
、
業
者
の
保
有

す
る
技
術
職
員
の
数
及
び
過
去

の
実
績
等
を
勘
案
し
て
指
名
が

な
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

（
総
務
課
長
）

　

入
札
参
加
資
格
申
請
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
、
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
業
者
の
中
か
ら
建
設

業
許
可
の
業
種
、
技
術
者
の
有

無
、
手
持
工
事
、
過
去
の
実
績

等
を
、
ま
た
は
そ
の
中
に
は
県

に
お
け
る
施
工
能
力
、
格
付
表

を
考
慮
し
、
指
名
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
県
の
格
付
等
も

参
考
に
し
な
が
ら
指
名
を
行

い
、
ま
た
、
以
前
か
ら
問
題
と

な
っ
て
い
る
町
内
業
者
育
成
と

い
う
と
こ
ろ
も
念
頭
に
指
名
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

県
の
格
付
等
を
参
考

に
、
町
内
業
者
を
育
成

し
、
前
に
進
め
る
行
政
で
あ
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

伊
仙
町
糖
業
振
興
会
に
お

け
る
使
途
不
明
金
問
題
は

処
理
で
き
た
の
か
問
う
。

（
経
済
課
長
）

８
月
19
日
以
降
、
被
告
か

ら
の
支
払
い
は
な
く
、
現

在
、
早
急
に
債
権
の
回
収
が
で

き
る
よ
う
、
給
与
の
差
押
え
等

や
強
制
執
行
も
含
め
て
弁
護
士

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

伊
仙
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
使
途
不
明
金
問
題

は
処
理
で
き
た
の
か
問
う
。

（
経
済
課
長
）

こ
れ
ま
で
も
説
明
し
て
き

た
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
ル
は

極
め
て
高
い
も
の
と
実
感
し
て

い
る
。
糖
業
振
興
会
の
件
も
併

せ
て
、
弁
護
士
と
都
度
連
絡
を

取
り
合
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る

の
で
、
今
後
全
て
の
書
類
を
持

参
し
、
弁
護
士
相
談
を
行
う
予

定
と
し
て
い
る
。

漁
業
集
落
活
性
化
事
業

の
再
興
は
で
き
る
の
か
問

う
。

（
町
長
）海

産
物
の
資
源
確
保
や
消

費
拡
大
に
向
け
た
取
組

等
改
善
で
き
る
施
策
に
つ
い
て

は
、
漁
業
関
係
者
と
の
意
見
交

換
を
通
し
て
改
善
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
経
済
課
長
）

　

事
業
の
見
直
し
に
向
け
て
、

再
度
、
町
内
の
漁
民
が
集
結
し

て
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
な

形
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

問答

2月23日（月）に執り行われた伊仙町役場新庁舎新築工事　地鎮祭のようす

問

問答

答

要
望問問 答

答

美島　盛秀 議員

問答



議 会 だ よ り  い せ ん （ 8 ）

議会の動き議会の動き 令和７年第４回伊仙町議会定例会における諸般の報告
動静期間：令和７年第３回定例会(９月19日)以降の分　

月 日 行　事　名 場　所

11月

２日 第28回全国闘牛サミットinうるま市大会 沖縄県うるま市

６日 令和７年度金婚式 ほーらい館

９日 犬田布小学校運動会 町　内

12日 第69回町村議会議長全国大会 東京都

23日 第48回伊仙町産業祭・食の文化祭 ほーらい館

28日 奄振予算要望活動・奄美ティダネシア交流会 東京都

30日 第66回奄美群島日本復帰記念大島地区駅伝競走大会 町　内

12月

２日 各種協議会 奄美市

５日 議会運営委員会 議会委員会室

８日 議会全員協議会 議会委員会室

※ 掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

月 日 行　事　名 場　所

９月

20日 町内小学校運動会（馬根・糸木名） 町　内

21日 町内小学校運動会（伊仙・面縄） 町　内

23日 医療法人徳洲会　徳之島徳洲会病院竣工式 徳之島町

28日 町内中学校体育祭（面縄・伊仙） 町　内

10月

５日 第37回　伊仙町ほーらい祭 面縄港

7〜10日 離島町村議会議長会行政調査 沖縄県石垣島

12日 第66回伊仙町町民体育祭 総合運動公園

14〜17日 伊仙町議会県外視察研修 沖縄県

24日 丸山茂樹氏来庁 役　場

29日 鹿児島県畑かん推進大会（伊仙町大会) ほーらい館

編
集
後
記

編
集
後
記議

会
広
報
編
集
委
員
会

　

じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
の
季
節
を
迎
え
、
町
に
新
た
な

活
気
が
感
じ
ら
れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　

4
年
前
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
始
ま
っ
た
議
会
活
動

は
、
本
年
１
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
新
た
な

議
員
構
成
に
よ
る
議
会
が
始
動
し
ま
し
た
。
社
会
が

大
き
な
転
換
期
を
経
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
日
常
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
今
、
議
会
と
し
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
声
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
の
役
割
の
重
要
性
を
改

め
て
強
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
の
完
成
と
い
う
本
町
に
と
っ
て
大
き

な
筋
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
新
た
な

出
発
点
と
し
て
、
町
が
さ
ら
に
発
展
し
新
し
い
町
へ
と

歩
み
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
声
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
議
会
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、
町
政
の
発

展
と
町
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

文
責　

井
上　

和
代

発
行
責
任
者
　
議
長
　
永
田
　
　
誠

委 

員 

長
　
　
　
　
井
上
　
和
代

副
委
員
長
　
　
　
　
福
　
　
高
志

委
　
　
　
員
　
　
　
　
福
留
　
達
也

委
　
　
　
員
　
　
　
　
久
保
　
　
量

委
　
　
　
員
　
　
　
　
政
　
　
寿
樹

これまでの取り組みを大切にしながら、より見
やすく、町民の皆様に親しんでいただける
「議会だより」を目指し、委員一同努めてまい
ります。
今後とも、ご理解とご協力を賜りますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。

伊仙町議会広報編集委員
会も新体制となりました

（議長の動静）

月 日 行　事　名 場　所

９月 23日 医療法人徳洲会　徳之島徳洲会病院竣工式 徳之島町

25日 徳之島地区消防組合議会定例会 伊仙町

25日 徳之島地区介護保険組合議会定例会 天城町

26日 徳之島愛ランド広域連合組合議会定例会 徳之島町

10月 12日 第66回伊仙町町民体育祭 総合運動公園

14〜17日 伊仙町議会県外視察研修 沖縄県

11月 ６日 令和７年度金婚式 ほーらい館

12月 ５日 議会運営委員会 議会委員会室

８日 議会全員協議会 議会委員会室

（議員の動静）


